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岩　崎　真　理
1．はじめに
本研究は，在日朝鮮人と，日本の義務教育機関である「夜間中学」に視点を当てている。公立夜間
中学において，在日朝鮮人は，1970年代から今日まで主要な生徒群として位置づけることができる。
その割合は1990年には52．5％（1）に達し，現在でも21．5％（ヲ）となっている。－
在日朝鮮人と夜間中学との関係は密接であったにも関わらず，この事実とその意義が，これまで広
く認識されたり，また深く議論されてきたとは言い難い。
夜間中学とは，日本の公立義務教育機関である中学校の二部学級にあたり，学校教育法施行規則第
25条に法的根拠を持つ。戦後，貧困により義務教育を受けられない子どものための救済措置機関と
して設けられたが，現在では国籍も多様化し，若者から高齢者まで幅広い世代が学んでいる。
この公立夜間中学と在日朝鮮人との関係を歴史的に振り返ってみれば，夜間中学卒業生・高野雅夫
氏（3）を中心として展開された「夜間中学増設運動（1967年～）」にまで遡ることができる（4）。夜間
中学開設・増設を目指したこの運動が実を結ぶと，中高年層の在日朝鮮人女性が次々と夜間中学の門
を叩くようになった。その勢いは凄じく，学校によっては在籍生徒の9割を占めた程であった。
この現象は，在日朝鮮女性一世が日常生活でいかに日本語の読み書きに支障をきたしていたかを示
しており，換言するならば，彼女たちの潜在的な教育要求が日本の公立夜間中学に向かって表面化し
た現象であると言えよう。このように，在日朝鮮人と夜間中学との関係は，日常生活に必要な文字の
習得，「あいうえお」からの識字教育に契機をもっている。
本研究では，先行研究を整理するとともに，在日朝鮮女性のもつ「食と農に関する経験」を踏まえ
た識字教育実践に着目する。「食と農」という女性たちの一番身近な経験から個々の記憶や経験を引
き出し，体系化しようとする天理の夜間中学における実践を土台とし，高齢期にある女性たちの文字
習得の意味と，記述された作文を，どのように活かしていくかについて言及する。
また，これらの識字教育の実践がもつ意義を，当事者からのみ導き出すのではなく，在日朝鮮女性
の「経験」を開き，記録する方法としての識字教育の意義，さらには，日本一朝鮮間の歴史をこれま
でとは異なる角度から照射する識字教育の可能性について，参与観察を通して論ずることを課題とす
る。
本論文においては外相大氏の規定に拠りつつ，在日朝鮮人を「1910年から1945年8月までの，朝
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鮮が日本の植民地であった時期に，生活の道を求めて日本列島にやってきて，ある程度長期的に居住
していた人々のうち，1945年以降もほぼ継続的に日本に住み続けた人々とその子孫」（5）とする。
1．先行研究
1－1　在日朝鮮女性一世について
近年，在日朝鮮人社会の民衆の動向に注目する研究が活発に取り組まれているとはいえ，次のよう
な指摘も見逃せない。
宋連玉は，在日朝鮮女性の戦後史を記述することが難しいことを指摘しながら，「そもそも女性史
とは男性の記録からこぼれ落ちた歴史である。それが『在日』であると文書資料はいっそう乏しく，
それゆえなのか『在日』女性の戦後史を概観したものは管見の限りではない」と記している（6）。
さらに，これまでの在日朝鮮人女性の姿や歴史は，断片的かつ文学作品や聞き書きの形式（7）でし
か措けなかったと指摘しており，在日朝鮮人女性の歴史を「実証主義史学からは不可視の歴史，＿沈黙
から歴史をすくい出そうとする新たな方法論でしか叙述できない歴史」（8）と述べている。
在日朝鮮人史の研究の積み上げは，在日朝鮮人自身によって1950年代から連綿と担われてきたが，
その歴史は大部分が男性中心の民族団体による民族解放運動・闘争の記述である。一方，女性たちの
姿を書いた歴史や，女性による歴史叙述の蓄積は乏しいと言わざるをえない。
徐阿貴氏は，「在日朝鮮女性の組織活動は，…従来，男性主導の民族組織の下部団体として，上部
組織が主導する運動を支援することを目標として展開される場合が多かった。『民族解放』を最優先
課題とする在日朝鮮人の民族組織や家庭におけるジェンダー秩序によって，女性はこれまで自律的な
運動を展開する機会から阻まれてきた」（9）と述べる。女性は民族組織の中でも，裏で支援する立場
に置かれており，在日朝鮮人の歴史とはすなわち男性の歴史であった。
一面的な在日朝鮮女性像は措けないが，民族運動，民族解放闘争に奔走し，日本政府と権利交渉を
行った男性に代わり，家庭内外での労働を担ったのが，在日朝鮮女性だったのではないだろうか。
したがって，これまでの在日朝鮮人社会をめぐる歴史叙述には女性に関する記述は乏しく，裏方で
生産労働と家事労働の両面から労働を担った女性たちの日常性を記述することには専ら関心が向けら
れてこなかったと言えよう。
1－2　識字問題について
次に，夜間中学と在日朝鮮女性との接合点となった日本の識字運動・学習とその特徴について概観
しておきたい。
日本の識字運動は，1960年代初頭に福岡県の東北部，京都（みやこ）郡に始まり，やがて田川郡
や鞍手郡などの筑豊産炭地帯の被差別部落で発展していった（10）。それらは部落解放同盟によって担
われ，関西を中心に大きく広がり，1983年には識字学校数は約300校を数えたと言われている（11）。
柿沼秀雄氏は「日本の99パーセントを越える義務教育学校就学率は，有筆者であることを常態化
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し，無筆の人びとを見えない陰の存在とさせるに充分な数字である。…識字は公的にはすでに解決済
みの問題であるとされるか，成立するはずがない問題として観念されてしまう。これが日本における
識字問題のひとつの相である」（12）と指摘する。
すなわち，99％の義務教育普及率を誇り，「識字問題は解決済みである」という政府見解のなかで，
文字の読み書きといった識字学習が行われてきたことに特徴がある。現在でも，全国の被差別部落の
各支部や在日朝鮮人一世を対象としたボランティア運営の学校，公立夜間中学，自主夜間中学，外国
人労働者の日本語教室，簡易宿泊所街での識字学校等を拠点とし，学習が継続されている。
また，日本の識字運動が被差別部落から興っていることからもわかるように，日本の識字問題は差
別問題と深くかかわりを持つ。残存する差別構造が人々を経済的に不利な状況に立たせ，それによる
貧困が教育機会を失わせるといった図式が識字問題へと帰結させていった。つまり，日本における識
字問題と差別問題とは表裏一体として捉えられており，「（差別によって）奪われた文字を取り戻し，
差別と闘う－」ことを主軸に据えた権利と－しての識字実践が行われてきた。これが日本の識字学習の特
徴である。
その中でも夜間中学は，識字活動を担ってきたもう一つのネットワーク（13）としてその機能を保持
してきた。こうして，戦前日本の植民地支配や戦後の民族差別のため，学齢期に文字を学ぶ機会を十
分に得られなかった在日朝鮮人一世の主要な教育機関となっていったのである。
2．夜間中学における識字教育一奈良県天理市立北中学校夜間学級を事例として一
本章では，奈良県天理市立北中学校夜間学級，（以下「天理の夜間中学」）の実践を取り上げ（14）
在日朝鮮女性の「経験」を引き出す識字教育実践について考察する。中でも「食（生活）と農」に関
する経験に関しての考察を進める。ここでは，筆者の参与観察の記録と，生徒へのインタビュー記録，
『天理市立北中学校夜間学級作文集・はらから』（15），福島俊弘教諭の実践記録を用いる。
2－1　実践事例（D「夜間中学生講座」
「夜間中学生講座」は，綿繰り・糸つむぎ，草人形，紐のボタン作り，キムチの作り方など在日朝
鮮女性にとっては馴染みの深い知恵や技術を，参加者（教員，小学生など）に伝えようとするもので
ある。
本項では，「第10回夜間中学生と話そう～くらし，れきし，まなび～」に焦点を当てる。同講座は，
2005年1月28日に学校の夕食室で行われた。参加者は，在日朝鮮人一世四名一朴さん（89歳），李
さん（88歳），関さん（88歳），撞さん（79歳）－，そして小学校教諭（三名），天理市の人権教育事
務局（一名），そして福島俊弘教諭，の九名であった。
当日は，福島教諭の司会進行により，〈日の丸について／渡日前後／日本に来てから／8月15日
／戦後のくらし／子育て／夜間中学〉の7項目が話題に上った（16）。当講座の中での生徒の語りに注
目し，女性の経験がどのように語られているか，また語りの中での経験の内容について考察したい。
144　　　　　　　　　　　　　　　夜間中学における識字教育（岩崎）
以下は，戦後の食料難の時分に，女性たちがいかなる工夫をし，食をつないできたかを示す語りであ
る。
〈朴さん〉：おなかすいたら何でも食べれんねん。芋のつる，よう食べましたわ。
〈朴さん〉：はい，さつまいも。ご飯代わり。いためたり。
〈朴さん〉：いやもうね。日本の人ね，芋掘ってね， 菱も，畑とこほかしたありますねん。それをね，
とりますねん。それとったら，おこりゃんねん。
〈朴さん〉：京都のね，木津ね。そこの人のほうが，ええ人ぽっかりやったと思いますねん。くれるん
じゃなくてね，それとったらあかん，ゆう人，－あんまりおりませんねん。「そんなん，どないして食
べるの」と，聞いてね，「こんなん，こんなんして食べますねん」ゆうたらな，「お腹，通すで」ゆう
てね，芋掘ったあとね，畑耕しますねんな。そしたら，芋出てきゃあんねん。それひろてね，持って
帰ろ思て入れたんの，くれたり，そういう人もおりますねん。悪い人ぽっかりじゃないねん。ええ人
おりますねん。
〈趨さん〉奈良の奈良坂ってあるでしょう。その上行ったら，ものすご，畑が広いの，私ら同胞の人も，
その人も芋で生きてきたゆうて。いつも，掘った後行ったら，いっぱい，昔はねいっぱい，なんか投
げて（捨てて）あったみたい，細かいのは。こんなおっきなリュックサック，毎日いっぱいしょって
ね。
〈朴さん〉芋の蔓を炊くとか，炒めるとかして，それと芋と食べたらね，胸焼けせえへん。
〈遭さん〉：芋の蔓はあんまり食べんかったけど，葉っぱをゆでてお浸ししたり，蔓は漬けもんみたい
にして，大根葉みたいに漬けもんに入れて食べました。豆の葉っぱ食べたり，小豆の葉っぱも炊いて
食べたり，いろんなもん食べました。唐辛子の葉っぱも。
〈遭さん〉：それを漬けますねん。塩漬けにして。
〈進さん〉：カボチャの葉っぱも食べるしね。
〈朴さん〉：カボチャの葉っぱもがしゃがしゃですねん。蒸したらそんなんないです。やらこう蒸した
らね。
〈趨さん〉：何でも食べますねん。
〈遭さん〉：そうですね。灰汁が強いのは，タンポポとかはあんまり茄でないで。茄でたら灰汁が出て
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〈遭さん〉：はい。生で食べます。
上記のような，在日朝鮮女性が講師となり，戦前，戦後の生活経験を他者に伝える講座の意義は以
下二点にまとめられる。
第一に，教師によって「あの時はどんなでしたか？」と聞かれることによって，かつては何気なく
携えてきた経験を振り返ることで，それらが生活の知恵や工夫に満ちたものであったことを実感する
ようになる。さらに，それを他者へと伝授することで，自らの体験を経験知として認識することがで
きる。一識字力を獲得できずに生きて来た多くの女性は，自らの経験を「恥ずかしいこと」として捉え
ている場合が多い。それゆえに，教師という存在に価値づけられること，他者に共感してもらうこと，
そしてクラスメイトと似たような経験を重ねてきたことを確認し合うことで，女性たちは自らの経験
を肯定的に捉えなおすことができるようになるのである。
第二に，在日朝鮮女性はこれまで，語り（話し言葉）の世界の中で生きており，文字に対して劣等
感と恐怖心を持つ女性が少なくない。だからこそ，女性たちが語りの場で経験を認められるというこ
とは，識字というものが絶対的な価値を持つものではなく，相対的なものであることを実感として認
識する機会となる。それらを生徒／教師の双方が認識し，生徒と教師の間の権力関係がより対等なも
のへと変化していくことにつながっている。これらが，「夜間中学生講座」という語りの場のもつ効
果である。
付け加えるならば，在日朝鮮人女性の姿，とりわけ一世の歴史は，断片的かつ文学作品や聞き書き
の形式でしか措けない，いわば‘こぼれおちた歴史’と形容されてきたが，これら一連の語りは，女
性たちの渡日後の生活の一端を示し，その歴史像を浮かび上がらせるものである。
いわゆる「朝鮮人集住集落」と呼ばれる場所は，多くが空き地にバラック小屋を建てたものであり，
「貧困と不衛生と，文字を読めない人びとが寄り添う朝鮮人スラムの生活空間は，かれらに対する日
本人の偏見を拡大再生産する物的根拠となった」（17）と言われている。
その中で家事を担う女性たちは，山の中へと分け入り，山菜，野草を採った。ある女性は山菜を採
りながら自分が乗ってきた近鉄線を見下ろし，あの電車に乗って古里に帰りたいと，毎日一回，山に
泣きに行ったと言う（18）。
さらに，日本人の収穫後の畑に分け入り，作物を拾うといった経験も見逃せない。夜間中学に通う
在日朝鮮女性のほとんどが，芋の蔓を食してきた経験を持つが，多くの日本人には芋の蔓を食べるこ
とは馴染みのないものであった。そのため，「どないして食べるの？」と聞いてきた日本人に「こん
なんして食べますねん」と教えていた女性同士の関わりも伺い知ることができる。また，カボチャの
146　　　　　　　　　　　　　　　夜間中学における識字教育（岩崎）
種や葉，唐辛子の葉，豆の業，さらにヒマ（19）やタンポポなども，様々な工夫を加え，食していたこ
とが口々に語られた。
多くの女性が文字文化の中ではなく，話しことば／語りの文化の中で生きてきた。そのため，この
ような語りの場を設けることは，女性たちの身体化，記憶化され．た経験を引き出すことにつながる。
これが在日朝鮮人女性の日本での暮らしの一端，すなわち個人の歴史を知る貴重な証言となるのであ
る。
2－2　実践事例②「畑作りを通して学びを耕す」
「体にまきつけた白い布」
私は，13才の時からはた織りのけいこしましたね。おかあちゃんが家で教えてくれました。16才
の頃にはひとりでできました。結婚の時，相手の姑さんが私のはた織り見て，嫁さんに決めたそうで
す。主人の家でも沢山はた織りしましたね。近所の親せきもはめてくれました。私は食事を作るより
ははた織りばかりしてました。家族が着る服は，私がみんな作りました。糸も自分でつむぎましたね。
日本に来る時，長い木綿の布持ってきましたね。私が一生けんめい織りました。姑さんが役に立つ
から持って行け，ゆいました。来る時，きつい取り調べがあって，みつかると布を取り上げられます。
それで，私は布を体にぐるぐる巻きにつけて，警察に見つからんようにかくしました。こわかったよ。
日本来る船の中では，外見たらあかん，明かりつけたらあかん，ゆわれました。船見つかると沈めら
れるとゆうてました。真っ暗の船のそこでじっとしてました。せやから布は見つけられませんでした。
（後略）
（2007年第11回天理の夜間中学文化祭　掲載作文）
上記の作文は，李福順さん（88歳）の作文である。同夜間中学では，毎年一回文集を発行している。
在籍十数年にもなる彼女たちの作文は，幼少期を過ごした朝鮮での生活体験や，渡日後の生活につい
て書かれたものが多い。
とりわけ女性は幼少から家事を手伝うことが当然のこととされており，綿を育て，その綿から糸を
紡ぎ，母親に機織りを教わりながら布を織った経験を持つ女性が少なくない（20）。
このことに着目した福島教諭は学校に畑を作り，女性に馴染みの深い綿を栽培するようになった。
学校の畑に植えられる植物は，かつての生徒たちの生活経験のなかで，大きな比重を占めてきたもの
である。生徒がその植物を見たとき，朝鮮の生活を懐かしみ，また何十年ぶりかに食したとき，かつ
ての記憶が呼び起こされ，何気ない一言となって表されることがある。この，「綿」に関して述べる
ならば，「綿の実を食べたらオモ二に叱られた。でもその実はとても甘かったんです。」というエピ
ソードなどがそれである。
また，李福腰さんは毎年一回行なわれる文化祭で，綿繰り機を巧みに操り，来場者を驚かせている。
左手で綿の塊を振り右手で車を回すと，綿は一本の糸となり車に巻きとられていく。李さんにとって
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この動作は，幼少期の頃より身体化された技術であり，習い始めてから75年たった今でも衰えるこ
とがない。
80歳代後半になる女性たちは，学習に関しては覚えるより忘れる方が早く，厳しい現実がある。
しかし，これまで女性たちは文字を操って生きてきたのではなく，身体一つを頼りに生きて来ており，
女性たちにとっては外国語である日本語の習得が困難を極めるのは至極当然のことである。だからこ
そ，教室の枠を越えて女性たちの持つ経験知と学習とを連動させること，様々な方向から身体化され
た経験を引き出すことは，在日朝鮮女性一世への識字教育方法として効果的である。
文字を知らないために苦労を重ねてきた女性たちに，今度は文字を覚えられないことで二重の劣等
感を与えてしまうような学習であってはならない。自分自身の人生を肯定できるようになることが識
【写真①】綿繰り機を操る李福順さん（左）
天理の夜間中学文化祭（2005年10月）
字教育の目的だからである。
【写真②】学校の畑に植わる綿
3．「経験」を引きだす識字教育の意義と可能性
二十世紀初頭，日本経済の勃興を先導したのは繊維産業であった。綿花を輸入原材料とする綿紡績
業と，輸出向けの製糸業は，日本の富国強兵政策を支えた。当時，植民地であった朝鮮半島は，原料
供給地であり，労働力の供給地でもあった。1910年代後半から朝鮮人女性労働者の移入がはかられ，
20年代に本格化，30年代の植民地工業化は東洋製糸，鐘淵紡績，朝鮮紡績などの繊維工業によって
担われていった（21）。紡績工業には朝鮮人若年女性労働者が集中していたが，彼女たちは日本人青年
男性労働者の七分の一の賃金であったと言われている（22）。
同夜間中学に通う攫公子さん（85歳）の姉は，朝鮮へ進出した日本の紡績工場に勤めており，日
本人の着物の絞りを織っていた。手作業が細やかであったことから，日本の会社に行くよう勧められ，
その後，荏さん一家は渡目することになる。渡日後は攫さん自身も福井県の機織り工場に勤め，日本
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人には負けたくない一心で作業に集中したそうである（23）。
このように，日本の繊維産業が巨大な富を生み出した背景には，低コストの労働力として雇用され
た女子工場労働者の存在がある。したがって，日本と朝鮮とを結び付ける鍵概念として，「綿」は重
要な意味を持っており，学習の中で「綿」に注目することは，日本と朝鮮との歴史的関係を振り返る
のみならず，個々人の植民地経験を引き出すことに繋がるのである。
また，繰り返しになるが，夜間中学に通う在日朝鮮人女性の多くが幼少期に農作業を行った経験を
持つ。解放後，軍需産業の停止や日本人の引き揚げにより職業がなかった時，また配給が止められ食
料難であった際，女性たちは川の堤防や道路の淵など僅かな土地を開墾し，作物を作ったという（加）。
生命をつないできたという意味でも，女性たちと農との繋がりは深い。
本論文で検討した実践は，このような女性たちの経験に注目し，それらを話し言葉の中で引き出す
こと，あるいは馴染みの深い植物を栽培することで，その記憶を手繰り寄せようとするものであった。
結果的にこれらの実践によって，女性自ら経験を振り返り，話し言葉となり，文章として表現される
に至ったと考えられる。
さらに，生徒一教師間の関係が「教える一教えられる」といった一方的，一律的なものではなく，
生徒の経験知から教師が技や知恵，歴史を学び取るといった，関係性が変わりうることを実証するも
のであった。とりわけ福島教諭は，在日生徒の経験の中に見られる「日本」の存在を反省的に捉え，
歴史の一側面として記録する必要性を感じている。社会教育の本質をなす相互教育が学校教育の中で
行なわれているという点を特筆しておきたい。
矢野泉氏が述べるように，「非識字を多文化の中のひとつとして尊重すること，識字も複数の価値
の中のひとつとして相対化してみる必要があること，共同学習者の文字の文化と識字生のことばの文
化から第三の文化が創出される可能性」（25）がこれらの実践の中に見出せるのである。
おわりに
従来の在日朝鮮人と日本人との歴史的関係は，韓国併合（1910年）以来，日本の敗戦（1945年）
後も長い間，抑圧と抵抗の二項対立の図式で語られることが多かった。
しかし一方で，日本の公立夜間中学や全国各地の識字教室では，日本人教師（講師，ボランティ
ア等）と在日朝鮮人生徒とが識字学習を通して豊かな関係を構築している事例が数多く報告されてき
た。この二者の関係を，過去36年間にわたる植民地支配の延長線上に位置づけたならば，従来とは
異なる識字教育／学習の意義が見てとれる。
また，在日朝鮮女性の熱心な学習態度は，これまで多くの識字学校で驚きとともに報告されている。
しかし一世女性の多くは相当高齢になってから識字学習に取り組み始めており（26），「あいうえお」が
読めるようになるまでは必死に学習するが，その後は慢性的な疾患と体力・記憶力の低下のため定着
度も遅く，むしろ後退してしまうことが指摘されてきた（矢野泉1994年（27）添田祥史2006年（28））。
それゆえに，在日朝鮮女性に対する識字学習は文字の習得を第一義的意義と設定するのではなく，む
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しろ福祉的な観点を取り入れるよう提言がなされてきたのである。
このように，従来の識字教育においては，在日朝鮮女性がいかなる経験を持つ存在であるかに注目
し，学習内容を組み立てることはまれであった。したがって，女性たちの経験に注目し，それらを話
し言葉の中から引き出そうとする夜間中学の実践は，高齢期にある在日朝鮮女性への識字教育方法と
しての有効性を示してくれるものである。
さらに，これまで女性たちのロから語られ，また記録されることの少なかった在日朝鮮女性の歴史
が，いわば識字教育のなかで記録されるという可能性をも示唆できる。
そのような言葉が開かれる過程には教師との関係性が重要であった。教師が女性たちの内部に携え
られていた経験を価値あるものとして捉え，引き出そうとすることではじめて，女性たちは自らの経
験を価値あるものとして認識しなおすことが可能となるからである。
本論の中で明らかにした識字教育の意義と可能性を以下三点にまとめたい。
一，在日朝鮮女性の「経験」に着目した識字教育の有効性
二，在日朝鮮女性の持つ経験を開き，伝える識字教育の可能性
三，日本人と在日朝鮮人との「共生」（29）の歴史を築いた識字教育の意義
高齢化，老齢化により在日一世世代が減少する現在，識字教育／学習により引き出され，蓄積され
た多くの識字作文を価値あるものとして，今後，いかに活用していくかについては在日朝鮮人／日本
人，双方にとって重要な課題であると考える。
注（1）「在日韓国・朝鮮籍生徒」，全国夜間中学校研究大会事務局編『第36回全国夜間中学校研究大会大会資料』，
1990年。
（2）「地区別・国籍別生徒数」，全国夜間中学校研究大会事務局偏『第52回全国夜間中学校研究大会大会資料』，
2006年。
（3）高野雅夫氏1939年，旧満州に生まれる。父戦死後の引き揚げ途中に母と死別。戦争孤児になる。21歳で
東京都・荒川九中二部に入学。（『夜間中学生　タカノマサオー武器になる文字とコトバを－』より，解放出
版社，1993年。）
（4）全国の中学校未修了，不就学者，長期欠席者の掘り起こしと，教育委員会に夜間中学の設置を要求する運
動。天王寺（1969年）を皮切りに，菅南（1970年），小松川（1971年），八尾，長栄，殿馬場（1972年）守口，
文の里（1973年），豊中四（1975年），昭和，兵庫，城内（1976年）と開設された。
（5）外相大は，『在日朝鮮人社会の歴史学的研究一形成・構造・変容－』（緑蔭書房，2004年）の中で，「在日
朝鮮人」を次のように規定している。
「1945年8月15日以前については，①日本の政治力が大韓帝国の主権を左右するようになっていた時期（ほ
ぼ1900年代後半）と1910年8月から1945年8月までの朝鮮が日本の植民地であった時期に，生活の道を求
めて日本列島にやってきて，ある程度長期的に居住していた（あるいはそのことを余儀なくされたと言いか
えることも可能である）朝鮮人（9必ずしも生活の窮乏化が原因ではなく，つまりは留学等の積極的な意志
を持って日本列島にやってきたが，結果として生活の基盤を日本列島に置くようになった朝鮮人　③1939年
9月から1945年8月において，国家総動員法に基づく大日本帝国の戦時動員政策や，大日本帝国の軍人　軍
属となった結果，日本列島に配置された朝鮮人　④前期3者の家族や子孫に継続的に日本列島に住み続けた，
ないし住み続けている朝鮮人である。
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そして，1945年8月15日以降では，⑤前期の人々のうち，その後もほぼ継続的に日本に住み続けた人々
とその子孫，⑥1945年8月以降，朝鮮戦争の混乱を避けるためや離ればなれとなっていた家族との再会，あ
るいは生活のためなどの理由から日本に渡った朝鮮人で，その結果，日本での生活が長期化し，ほかの在日
朝鮮人と同様の意識や生活形態を持つに至った朝鮮人」（同上書，3－4頁）としている。
（6）未達玉「『在日』女性の戦後史」，『歴史のなかの「在日」』所収　藤原書店編集部編，藤原書店，2005年，
133頁。
（7）在日朝鮮女性の聞き書きについては，むくげの会編『身世打鈴　在日朝鮮女性の半生』（東都書房，1972年）
がある。
（8）未達玉「在日朝鮮人女性にとっての戦後30年」（2005年度歴史学研究会大会報告　イスラームとアメリカ
ー民主主義という眩惑　現代史部会「複合的視点から見た戦後日本社会一高度経済成長の外縁」），『歴史学研
究』807（増刊），2005年，129頁。
（9）徐阿貴「在日朝鮮女性による『対抗的な公共圏』の形成と主体構築一大阪における夜間中学独立運動の事
例から－」，お茶の水女子大学ジェンダー研究センタ一編『ジェンダー研究』，第8号，2005年，114頁。
個　内山一雄，元木健『識字運動とは　国際識字年を機に』，人権ブックレット18，部落解放研究所発行，解
放出版社，1989年，43頁。
（11）「全国隣保館連絡協議会調査」，同上書，63頁。
8功　柿沼秀雄訳「訳者あとがき」，パウロ・フレイレ『自由のための文化行動』，亜紀書房，1984年，179頁。
柿沼は「夜間中学は，公教育の鬼子だとはいえ，あくまで公教育としての枠を取りはずすことはできない。
その限り，たしかに文字を奪われた人びとに文字を与えて，個人的に政済する機関にとどまりがちである。
差別と抑圧からの解放をテーマにした文化行動としての識字を，全体として学習＝教育の目標にすえること
が難しい」（同上書，185頁）と付け加えている。
個　小沢有作編『識字をとおして人びとはつながる－かながわ識字国際フォーラムの記録－』，明石書店，1991
年，22頁。
（14）天理の夜間中学を選定した理由として，以下三点をあげておく。
第一に，天理の夜間中学では他府県に比して生徒の在籍年数が長く，また教師の夜間中学勤務歴も数十年に
渡っている。そのため，教員の実践が系統的・継続的に行われており，生徒の変化を長期的な期間に渡り分
析することができる。
第二に，同校では在日朝鮮女性の一世が9名在籍しており，（内2名は現在療養等で欠席）この人数は，在日
生徒と教員との関係性を把握するのに適当であると考える。
第三に，同校教諭・福島俊弘氏（夜間勤務歴16年目，班歳男性）の実践内容と方法が，在日生徒への教育
内容として，応分な要素を兼ね備えていると考える。
さらに，同校の在日生徒7名は後期高齢期にありながら，（80歳代後半）ほぼ毎日学校に通って来る。これ
らは，教育内容が生徒に受容されていることはもちろん，学習面以外での人間関係が円滑であることを示し
ている。
（咽　天理市立北中学校夜間学級作文集『はらから』は，毎年一回発行されている。また，『はらから』とは「な
かま」を意味する。
個　福島俊弘「第10回天理の夜間中学生講座　夜間中学生と話そう～在日朝鮮人1世のくらし・れきし・まな
び～」講座の記録，2005年。
仕の　妻在彦「『在日』百年の歴史」，『歴史のなかの「在日」』所収，藤原書店編集部鳳藤原書店，2005年，114頁。
個　朴尚任さんへのインタビュー，2006年9月24日実施。
仕切　ヒマとは，トウゴマの漠名。種子から得られる油はひまし油として使われている。
榊　在日朝鮮女性の綿繰り・糸紡ぎの技術に着目した福島教諭は，ムルレ（糸紡ぎ機）を学校で購入し，収穫
した綿を用いて「絡繰り・糸紡ぎ」の夜間中学生講座を開講している。
糾　日韓「女性」共同歴史教材編纂委員会編『ジェンダーの視点からみる日韓近現代史』，梨の木舎，2005年，
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116頁。
幽　同前，117頁。
鍋　甚公子さんへのインタビュー，2006年9月23日実施。
糾　現在でも，家の敷地内，あるいは近隣に畑を借りるなどして農作業を行なう女性が多い。
幽　矢野泉「多文化教育としての識字教育」，『東京大学教育学部紀要』第34巻，1994年，408頁。
幽　在日朝鮮人一世のとりわけ女性は，日本語の読み書きだけでなく，ハングル文字の読み書きも出来ない者
が多いことを付言しておきたい。
帥　矢野泉，前掲論文。
佃　添田祥史「『在日』非識字者の学習権保障に関する研究一生活における識字学習の位置づけに着目して－」，
日本社会教育学会第53回研究大会資料，2006年。
幽　両国の歴史を鑑みれば，安直に「共生」とは言えない。しかし，それらを目指す識字教育実践が行われて
いることは，一定の評価に値するのではないかと考える。
＊本論文執筆にあたり，天理の夜間中学の生徒の皆様と，福島俊弘教諭には大変なご協力を賜りました。ここに
記してお礼申し上げます。
